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両群で術後 5 日, 2 か月時点で評価を行い、反転群は 4, 6 か月で長期的な変化に
関する評価を行った。 
結果、術後 5 日目で、両群において、線毛の減少と上皮の扁平化が見られた
が、2 か月時点で正常と同様の線毛の再生が見られ、4, 6 か月時点でも保たれ
ていた。 
組織の方向性を反映する気道上皮上の蛍光微粒子の輸送方向、各細胞での線
毛運動方向、細胞内の各線毛の方向性を反映する基底小体と basal foot の位置
関係は、反転区域内で反転した方向に保たれており、6 か月時点でも変化はな
かった。PCP 関連タンパク質で、その方向性の指標となる Vangl1 は、両群に
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